
シイタケの模~種駒，打込器，および

その培養法に関する改良試験制判
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はじめに

シイタケ栽培に用いる模型種駒は，植付け作業がたやすく，工程が早い点に長所があるが，種駒の培養

に相当の日数を安し，ますこ植付け孔との接着が常に完全であるとはし、えないっまた時に!土脱落，乾燥など

によって菌糸の発育が阻害され，そのため雑菌の侵入に機会を与えることもしばしばであったで筆者らは

これらの欠点を改良する必要性を以前から痛感していたのであるが，たまたま宮崎県からの要望もあった

ので昭和 28 年 5 月からこの試験に着手し，種々改良を試みた結果ほぽ完戎の援に達したと思われるにい

たった。

また模型種駒の培養法については，これまで基礎資料に欠ける点があったので，この点についても同時

に試験を行った。すなわら種駒の含水率，米機煎汁濃度，種駒と混合すべき培養材料の種類，銀暦と米模

の配合割合等とシイタケ菌糸の発育の関係について実験を行った3

ここに 3 カ年の拭験研究成積の要旨を報告Aし，事業実行上の参考に供したい。

この試験を庁うにあたって多大の御慶助を賜わった宮崎県林務部長，同林産課長，同極拘工場長，都城

営林署長，試験全般にわたり終始懇篤な御指導を賜わった林業試験場宮崎分場長外山三郎博士，ならびに

実験に協力していただし、た日高忠利氏，竹下幸氏，久保田暢子嬢の諸氏ならびに稿なるにおよび御校聞

をいただし、た保護部長今|日]六也氏にあっくお礼を巾し上げる。

模型種駒と打込器の改良試験

1. 模型種駒と打込器の改良J点

本報告の種開は模型種駒の外側に帝国L 、蒋を設

け〔第 1 図 a b) , この海を原木の打込み

孔の内部に設けた畝 L第 3 関)にあわせて打ち

込むことによって，種駒が原木によく密苦し，

原木への接種が確実にしかも早く行われるよう
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第 I 図

模型種駒に 1 または 3 本の蒋をいれたみぞっき種駒

持1 椎茸に関する研究第 5 報 均休業試験場宮崎分場業績第 46 号

(1) 林業試験場宮崎分場菌類研究室長

(2) (3) 林業試験場宮崎分場菌類研究室員
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第 2 附 改良打込器 (左〉縦打用 (右)横打用

植付孔の内面に畝(突起条)を残すように，普通の打込慌の刃先に 1 本の蒋が設けられている
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第 3 閃 改良打込岩見で原木にあけた孔の内部

にしたものである*哨(以下これをみ

ぞっき種駒と称する〕

著者の 1 人温水は，さらにみぞっき

種駒にあわせて打込器を考案した判{

これは第 2 図のように刃先の中央郎に

1 本の帝国L、溝と切れ込みをつくったも

のであるつこれで、原木にあけヴこ子Li土.

第 3 図にみられるように孔の内面に細

い日玖ができ，この畝が種駒の蒋にくい

こむようにしたものであるに種駒の改

良については岩l也氏刺の!iJ l 究がある υ

この種駒は駒に蒋を設け，これに鋸暦

その他適当な養分を与えて菌糸の主主延

侵入を早くすることと，その溝の中に多数の菌糸の集合休からなる偽柔組織を形成させることを目的とし

ている。しかし原木には，この蒋に対する処E患が行われていない。すなわち，類似点はあるがその目的お

よび機能は全く異なるものである。

2. 改良種駒(みぞっき種駒)の培養試験成績

材料および方法

供試種駒:コジイ，アラカシ，クヌギ，コ十ラの各d辺材およびコナラ心材の 5 つの払I種で，模型種駒の

外側に 1 本および 3 本の蒋を入れた 2 種類のみぞっき種駒と模型種駒をf'I; り，放型種駒はそれぞれ各樹種

のみぞっき種駒の対照区として用いた}なお l 本と 3 本のみぞっき種駒の実験結果はほぼ同ーの結果をえ

たので，以下は 1 本の溝を入れた種駒の実験についてのベる c

*1 温水竹則:キノコ類の種菌移植栽府方法，特許公報 29~7611

ホ2 温水竹則・安藤E武:種駒の改良について，日本林学会九州支部大会講演集，第 8 号 (1953) p. 82 

*3 温水竹則:相茸種駒移植用穿子L器，実用新案会報， 30~8431 
*4 宕出亥之助食用キノコ類の種菌駒製造法，特許公報， 26~7307 
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みぞっき種駒の培養法: 種駒 1.000 個に改良鍔暦培養基(後述) 200 cc をまぜてよく捷持し， この

鋸屑培養基を駒の表面およひ、海につける。鋸屑培養基は水と米糠と鋸屑を 4 1 2 の割合に混ぜたもの

である。処却した種駒は llb 培養瓶に 100 個ずついれ，蒸気殺菌を行う司 これに鋸屑培養のシイタケ

菌糸〔官試 16ーのを移植して培養した、なお種駒には以上 4 種の樹種をj日ぃ，それぞれ 10 本ずっとし

培養は 23~290C の室温で行った。

模型種!j\!Jの培養法: 種駒を鋸屑培養基と混合して . 1lb 入り培養瓶に 100 個あて詰め込み蒸気殺菌

した後，この混合物の上回にシイタケ菌糸を移航したc 培養瓶は各樹種につき 10 .本ずつっくり，他と同

じ温度で培養したこ

培養成績の調査法: 的主主 20 日目に各試験区の 1 号瓶の上司:から 10 悶ずつ， 40 日目に 2 号瓶の上部

から 10 個ずつ，また 50 日目には 3 号瓶の上・中・下各部から 10 個ずつ種駒をとり tH し，種駒の材の

内rmに菌糸が侵入しているヵ、どうかを確かめるために次の実験を行った。すなわち，駒を割ってその中心

部から 2 間川角ぐらいのノj、木片を切り取って， これを醤泊寒うで培養基上におき. 23~290C の室温で培

養して. 14 日後に菌糸が発育するか否かをしらべたと 1 号. 2 号. 3 号瓶というのはおのおの 10 本のう

ちから任意、拙 11\ したものに便宜上つけた番号である c

実験結果

第 1 表に示すとおり辺材を使用したもので比

較すると，培養 20 日後にとり出したみぞっき

種駒は 10 個のうち 8~9伺まで菌糸が発育し

たのに対し.向型種駒では 6~7 個が発育を見

せた。ただし，培養 40~50 日後の調査結果で

は両者いずれもほとんど全部の試験管に菌糸が

発育していたコ

心材を用いた場合は 50 日間のだr主主で，みぞ

っき種駒では 30 (図のうち 29 個まで菌糸が発

育していたのに対し，模型種駒には全く発育が

第 1 表

担割種駒とみぞっき種駒における菌糸の発育状態の比較

中心部まで菌糸の侵入
書駒の 種駒の した種駒の数

種 種類培一養培養|培養
20 日後 40 日後， 50 日後

シイ辺材{み模ぞ型っき種種駒駒 7 10 30 
9 10 30 

クヌギ辺材{模みぞ型っき種種駒駒 6 10 フR

B 10 30 

シ辺材{模みぞ型っき種種駒駒 7 9 2 ヲ

9 10 30 

ラ辺材{1み契ぞ塑っき種種駒駒 6 9 27 
9 9 30 

コナラれ」材刊{模みぞ型っき種種駒駒 。 。 。

10 2 ヲ

認められなカ‘った c すなわち，みぞっき種駒は模型種駒に比べ，首糸は駒の中心部に早く侵入するので，

培養期間を短縮することができる c また，コナラ心材の駒でも 40 日後には辺材の駒と同じように菌糸が

侵入する。これらの結果は種駒に蒋を設けることによって，種駒表面から中心部までの距離が短くなり，

またこの蒋に詰めこまれた栄養物によって菌糸の発育が促進されるためと推定される

3. みぞっき種駒の活着およひe槽付きの試験成績

前記考案の改良打込器で原木に孔をあけ，これにみぞっき種駒を打ち込み，その活着率および椅付きを

在来の模型種駒および打込器を使用した場合と比較したc

材料および方法

2 月に伐採した末口 7.5 cm 内外のコナラおよびクヌギを長さ 1m に玉切った原木 130 本を用意し，

何年 5 月 22 日在来の模型種駒とみぞっき穫駒とをそれぞれコ十ラ 50 本，グヌギ 15 本に打ち込み，同

一場所に寝せ込みをしたご

打ち込みは在来の模型種駒ではこれまでの打込器で，みぞっき種駒は改良打込器で行い，また打ち込み作



第 105 号

業は全部日雇労務者の素人に行わせ，植付操作によって試験成績にカタヨリの生じないように注意した〔

調査は 90 日後に各区からコ十ラ 6 本とクヌギ 3 本ずつを任意に抜き取り，剥皮して種駒の活着状態を

林業試験場研究報告- 22 ー

1 駒当り椅付面積の平均値みるとともに，木質部表面の橋付面積をトレースしてプラニメーターで測り，

を比較した。

実験結果

第 2 表に示すとおり，接種駒数に対するみぞっき種駒の活着率は在来の模型種駒区と大差が活着率:

ない。すなわち，活若しなかったコナラの種駒は孔あけの際に樹皮が飛散して乾燥したもの，またクヌギ

は材質まで孔が達していなかったもので，これらの樹皮の飛散，孔のひび割れによる乾燥，および種駒の

脱落などによって活着しなかったものを除けば両者ともに 100% 活着している 3 なお参考のため実際に事

業的に大量の模型種駒を打ち込んだ場合の活着率を調査した結果を示せば，第 3 表に示すとおりであるー

これに対応するみぞっき種駒の活着率については目下試験実施中である。

第 2表に示すとおり本試験の情付きの状態は，コナラ・クヌギともにみぞっき種駒の方が明ら栂付き:

かにすぐれており. j'骨付面積について検定の結果，模型種駒との聞に危険率 5% で差の有意陀を示したコ
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特にコナラより j骨付ぎのおそいクヌギ、原木において，在来の模型種駒をうえたコナラに劣らぬ発育が見ら

れた点が興味深い。

種駒の種類

第 3 表 栽培事業における模型種駒の活着率およびj骨付きの程度
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% ~b 

クヌギ、 100 ~ 00 
クヌギ 100 ~ 00 
コナーラ 100 84 70 

恥

昭叩恥和恥27 年1 
fl 諸塚 クヌギ l

昭和 28 年~ I 榎原 クヌギ l
lj 山之口 コナラ

注:調査月日....昭和 28 年 8 月 25~30 日

塚
原
口之

諸
榎
山

ハ
U
ハ
U
に
J

n
o
。
J
-
/

R
u
n
U
円
U

Q
U
n
y
o
o
 

円
ツ
勺
4
0
0

7
q
J
Q

ノ

Q
U
マ
，e
，
h
d

nパ
》
円
〕
フ0
0

∞
∞
∞
 
100 
100 
100 

ギ
ギ
ラ

ヌ
ヌ
ナ

ク
ク
コ

塚
原
口之

諸
榎
山



シイタケの模型種駒，打込器およびその培養法に関する改良試験 〈温水・安藤・堂園) - 23 ー

以上の結果からみぞっき種駒の方が，椅付きがすぐれていることが明らかとなったが，その理由を考え

てみると，みぞっき種駒では種駒打ち込みの際，原木の打ち込み孔に設けられた畝によって，種駒の蒋の

中に充満した古い菌糸がおしのけられるために，幸「帯な菌糸が直接に打ち込み孔の内面に接着し，かっ接

着面が広くなるつまた駒の先端部の蒋が打ち込み孔の内部で開裂することにより，打ち込み孔とかたく密着

することなどによって，種駒の菌糸は早くのびだし，また原木内に菌糸の蔓廷が良好となることが考えられ

る。また種駒がかたく打ち込まれることは乾燥と脱落の防止に役だつわけであるが，この打ち込みのかたい

ことについてはこれを引き抜くのに釘抜きで強く引き抜かなければならないことによっても説明できる r

4. みぞっき種駒と改良打込器の効果の比較制

みぞっき種駒を改良打込器で打ち込む場合これまでの模型種駒に打込号誌を用いるより成績のよいことは

これまでの実験で明らかとなったが，この効果は種駒と打込器のどちらにおうところが大きいかについて

実験した。

材料および方法

(1) 試験区の設置: 林業試験場熊本支場宮崎分場構内試験地( 1 号試験地)， および都城営林署管内

猪川内国有林内試験地( 2 号試験地〉の丙試験地にそれぞれ下認のとおり 4 試験区を設置し，それぞれ次

の各組令せのとおり原木に種駒を打ち込んで寝せ込み，種駒の活着および橋付き状態からみぞっき種駒と

改良打込苦誌の効果を検討した。

(種駒と打込訟の組合せ)

模型種駒×旧型打込器

みぞっき種駒×改良打込器

1喫型種駒×改良打込器

みぞっき種駒×旧型打込器

(供試原木本数〕

50 本

50 本

50 本

50 本

(2) 供試原木: コナラを長さ 1. 65 cm に玉切り，末口直径 9-13 c聞のものをそろえて各試験区に

50 本あて配置っ

( 1 号試験地〉

(3) {;!~試菌糸: 林試 7-1

(4) 種駒打込年月日: 昭和 29 年 5 月 10 日

[第 1 図:昭和 29 年 7 月 1 日 (51 日目)
(5) 剥皮調査年月日{

( 2 号試験地)

宮試 16-10

昭和 29 年 1 月 6 日

昭和 29 年 7 月 1 日 (175 日f!)

l第 2 回:昭和 29 年 8 月 2 日 (83 日目〉 昭和 29 年 8 月 2 日 (207 日目)

(6) 調査法: 所定の日数を経治後，各試験区から惰木 5 本ずつを任意抽出し， 1MJ皮して種駒の活着状

態および栂付き面積をしらべた。

実験結果

第 4 ， 5 表に示すとおり，種駒と打込器の各組合せによる活着率は，丙試験地の各試験区いずれも 100

f}d であるが， 橋付面積は 4 つの試験結果から総体的にみてみぞっき種駒と改良打込器の組合せの場合に

最も大で，他の組合せの場合は模型種駒と旧型打込器を組み合わせて使用した場合と大差がないc

ネ1 温水竹則・安藤E武:改良の種駒と打込み斧の効果について，日本林学会九州支部大会講演集， 10 

(1954) p. 30 

なお上記講演集では“条溝種駒"と称しているが，これは“みぞっき種駒"と同一物であります
ので，その旨本紙上にてお断りしますc
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第 4 表 種駒と打込禄の改良効果の比較(l号試験地....林業試験場宮崎分場権内)

| 組合せ 聞を中心とした苧竺竺竺
.~:=:':é'::$ tel;:.L.. 11'T:I' 1t,ú1,.-l-1T'\ I=t_~ /ﾎ'¥ -f::::or!:1 1栂木の長さに直角調査{p月日 !一一 |活酔;種駒 1 (国防の長さの方向lの 方 向

l 当り糟付| 一一一-
l 種駒!打込揺 l面積l 上;下 左 右

% cm2 例m I mm I 制m mm 

r I模型種駒1!日型打込品 l∞ |(12〉 |(l品川 (1お〉 l fl;ふ ( 1 お)
I 1...., ..,..- _ ，l，.._~"""""""".L. I -rL. ,.., :.r� I__"--r ntol • ,..,.,..., 31 67 

昭和29年 7 月 1 日 J Iみぞっき種拘改良型打込器 l∞ (13~): (13~) I (13~) (Iﾔ6) (1的
(第 l1ITI) 11 11,,, ""'1 ""'" ~1""'Rml r.-.-"，!l"-' '"'' 25 56 

I i拠型種駒1改良型打込器 l∞ (109): (110) (107) 1 (1凶) (107) 
11 ..., "T"_.k~ff"..L.1 内 32 i 63: 
IIみぞっき種問旧型打込先手 l∞ i (139〉 !(1刈: (1刊 I (Iﾕ6) (1的

炉叫 96 I 131 13亡 6 
模型種駒l旧型打込総 l∞ (1~6) I (;∞) f (ふ) (100) , (100) 

昭和汐年日月 2 日 J 1みぞっき種判改良型打込器 l∞ 1 (15J dij)i (it) (l;;)l (lz) 

(第 2 回) 川模型種岡改良型打込器l 100 1(12> 145)i di;) (l認)! (:;]
I~"'''_'''-'''''' Il'hl"，=，.r.-..'，，，" .~~ 89 130 120 24 34 1みぞっき種開旧塑打込器 o l 1""''-.-'c '[!l!'iI'~I'~1 d<'n =M, lVV (93) I (99) (89) (92) (130) 

注: ( )内の数字は模型種駒×旧型打込'fiif(標準〕のものを 100 としたときの値

第 5 表 種駒と打込器の改良効果の比較( 2 サ試験地....都城営林署管内猪川国有林内)

組合せ 種駒を中心とした椅付きの程度

I~I;'L.. . IhJr,liJ,.+tT'\_j::::::_...l? IT'¥ --t::r-t!栂木の長さに直角調査年月日 l一一一一戸活着率惇閉 l 明i得木の長さの方向lの 方 向
..r.-,.. ~-X s!! I 当り栂付----- --i------è-J-一一

種駒|打込器! 刊 | 
1 -rJ -"-' M'  1 i岡国積劃|上 下|左 右

i l i % l ω| 問削 l 附隅 i 例削| 川
模型種駒阿即i1川11円1 型打込器I 9勿7 I (1 認〕バ| (l」::む) i (ιl 認〉川， (1 広ふ〉| (4 

日昭否手和問29年 7 月 l 日) 1戸みぞつき種駒阿;改良型打込器制I 10∞o I (1 万〉 l (lJ:;む〉| (Ol;Z; ] i (l誌ふ〉 i (li店;ゐ) 

(第 l 閏) 1 !模塑種駒l改良型打込器[ 100 |(1;;バ (12〕 l (l;;〉 !(l認〕 ((12)
|みぞっき種駒|l日型打込器1 1∞ i (li;> l (12)l [ lZM (lz> !(13>

J模型種駒llEl 型打込器 100 (~~~， (~~~\ (:~~\ (, ~~， (, ~~ 
1t'X! :w! 1:1!! W<!J, IH :m! fl ;tL'dli:f i ∞ I (� ﾔﾔ) I (� ﾜﾕ) I ( � �) : (1 �): (1∞〕

昭和β年 B 月 2 日 J!~ぞっき種岡改良型打込料 100 I (:古川 (12> l (12)| (lil ] J (lj;) 

(第 2 回) 11模型種岡改良型打込同 100 ' ぽ〉 l i;7>! iZ]| (;;) (??) 
l 士民伊hl，~="_'， nnl .~~ 139 183 150 
!みぞっき種間 l日型打込器i 100 l (97)!(lOl)l (的 (96) (90) 

注: ( )内の数字は模型種駒×旧型打込器〔標準)のものを 100 としたときの値

しかし，模型種駒を改良打込器で打ち込んだ区は，原木の穿孔部のひび割れが除かれ，椅付きにむらの

ないことが観察された。また改良打込器の穿孔が容易で危険も少なく，これまでのものよりすぐれている

ことは，本実験に従事した作業員の言によっても明らかとなった。

すなわち以上の実験結果から，みぞっき種駒と改良打込器は両者があいまって，はじめてその効果を最

大に発揮すること，および改良打込器は穿孔が容易で穿孔部のひび割れを防ぎ，椅付きのムラを少なくす

る効果があることが明らかといえようコ
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I 種菌の培養う去の改良に関する基礎試験

種駒の品質向上，培養日数の短縮，作業の簡易化などを図る目的で，実験 I と平行して培養基としての

米糠煎汁濃度，鋸屑培養基の鋸屑と米機の配合割合，種拘と混合すべき培養材料の種類，種鈎の含水率，

夏季保存した種駒の活者率，間付きなどについて実験を行った。

1. 米糠の分量と菌糸の発育

米糠はシイタケ菌の栄養源として寒天培養基あるいは鋸屑培養基に添加混合して用いられる、この場合

寒天培益基には米機煎汁にして，また鋸屑培養基には煎汁またはそのまま添加されるが，この添加l量につ

いては従来資糾に欠ける点があったごそこで，シイタケ種菌を培養する場合の添加量としては，どのくら

いが菌糸の発育に最も適当であるか，また鋸屑培養基に添加する場合はそのままがよいか煎汁がよいかを

知る目的で次の笑l検を行った(

実験 1 米糠煎汁寒天培養基でシイヌヶ菌を培養するときにはどのくらいの煎汁濃度が適当であ

るか，およびこれらの哨益基にさらに砂糖を添加する必要がある方為否カ hを調べた。

材料および方法:供試菌糸は林試 6~3 ，米機は市販の新鮮なものを用い，次にのベる 6 種類の米糠苅

汁寒天土台蓑之墓を作った。また標準としては斎藤氏醤泊寒天培養哀を使用したコ

供試培養基の作り方

Al.... 米糠 5g に蒸溜水 100 cc を加えて1f尋問加熱した後，布でこして作った煎汁 100 cc (加熱中

に減少した水分は綴過後補給する〉に，寒天 3g を加えて[乍るつ殺菌その他は常法による「

A2....A 1 に白砂糖を 3g 加えたもの 3

B 1 ・・・米糠 10 g 蒸溜水 100 cc を加えて A 1 と同じ方法で作るつ

B2 ••• .B1 に白砂糖 3g を加えたもの二

c 1 •••• 米糠 20g ，こ蒸潟水 100 cc を加えて A 1 と同じ方法で作るつ

C2 •• ..C 1 に白M、糖 3g を加えたもの、

D.... 斎藤氏醤ìlú寒天明益基(標準培養基) :玉葱煎汁 100 cc， 醤油 50 cc ， 砂糖 50g ， 蒸溜水 850

cc ， 寒天 30g

培養基はし、ずれもペトリシャーレー(\直任 9cm ， 深さ 2 cm) 5 (屈に流し込んで平面培養基を[乍り，そ

の中央部に l直径約 4 刑制の円形の菌叢を接種して， 25 0C の定温で培養した二培養基の良否は，培養 10

日後の菌叢の直径によって判定した3 直径は互に直角の方向に沿ってはかり，この平均値を菌叢 1 (国の直

径としたこ l直径の比較はおのおの菌議 5 個の平 第 6 表米機煎汁濃度と菌叢の発育

均値をもってした。

実験結果: 第 6 表に示すとおり米糠煎汁寒

天培養基ょにおける菌糸の発育は，気中菌糸が

多少劣るが，醤油寒天培養基上におけるそれよ

りも明らかに良好であり，異なる米糠煎汁濃度

l T重要号雰 菌叢の直径
記号 i忍汁濃度、 砂糖 5%

Ir米療の重\ pH 無砂糖 1 !{盆 } P-'-_'_ t:t';}J_7'Vt:I \添加
代量百分率) ! 

% m抑 制問
A 5 4.9. 64 (160) 66 (165) 
B 10 4.9 65 (165) 67 (168) 
C 20 4.8 67 (168) 67 (168) 

の間，および砂糖を加えたものと加えないもの D(標準〕 醤泊寒天 4.9 40 (100) 

の間の差は僅少のように見受けられた。

すなわち，シイタケ種菌の培養に用いる米糠

注: ( )内の数字は醤泊寒天土音養基上における菌叢
の直径を 100 としたときの値
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煎汁寒天培養基は気中菌糸の発育が多少劣るが，醤d由寒天培養基より菌叢の直径は大きかったこその煎汁

濃度は7.K 100 cc に対して米糠 5~10g の割合で煎じたもので十分であり，砂糖を添加する必要はないと

いうことができるであろう。

実験~2 鋸屑培養基に添加する米療の分量(配合割合〕と菌糸の発育

鋸屑は水分の保有性があり，木材腐朽菌の培養に適しており，鋸屑を域養基の原料として菌糸を培養す

ることは欧米をはじめわが国でも古くからおこなわれている刷。シイタケの鋸暦培養種菌，種駒の培養に

も米糠と混合して使われている判。この場合，鋸屑と米糠の配合割合はこれまで一般に 4 : 1 (容量比〕

で使用されているが，この添加量は米糠のまま加える場合には，どのくらいが菌糸の発育に最も適当であ

るか，および煎汁として加える場合にはどのくらいの煎汁濃度が適当であるかをしらベた。

材料および方法: 供試菌は林試 6-3 。鋸屑はコジイ材から種駒を作るときにできたものを用い，米

糠は市販の新鮮なものを用いたν これら材料の含水率は実験当時鋸屑は 49%，米糠は 11% て、あった実

験に用いた鋸暦培養基の処方は次に示すとおりである。

供試 i{f 養基の処方

培養基記号 鋸(g)暦 2K(;g) 糠 ヌ1/'(
(cc) 

No. 1 160 20 350 

No.2 160 32 350 

No.3 160 40 350 

No.4 160 80 350 

No.5 160 160 350 

培養基鋸屑米糠煎汁
ゴ己 号 (g) (cc) 

米糠煎汁濃度

容量比

16: 1 

10 : 1 

8:1 

4 : 1 

2:1 

No. 6 160 350 

350 

350 

5P4 米糠 17.5g を水 350 cc で煎じて作る製法は実験 1 に同じ

No. 7 160 

No. 8 160 

109古米糠 35g を

209劦 米糠 70g を

'/ 

// 

実験の方法としては上記の各培養基をそれぞれ長さ 25 cm ， 直径 2c聞の試験管に 30g ずついれ，か

たさを一定にするために一定の深さに詰めこみ，その上国に直径 7 刑制の円形の菌叢を接種したc これ

を 25 0C の定温で士官養し，菌糸の発育面積を比較して発育の良否を比較した。菌糸の発育面積は第 4 図に

示すとおり，試験管の上部から下部に向って伸びてゆく菌糸の発育線を， 3 日目ごとに試験管の外周に記

入しておき，パラフイン紙を試験管に巻きつけてこれをうつし取り，これを展開してプラニメーターでは

かった。

実験結果: 第 7 表および第 4 図に示すとおり，米糠を加える場合は容量比 16: 1 のもの (No. 1) が

最も発育がはやしそれより米糠の量が多くなるにしたがって， かえって発育速度がおそくなり， 2: 1 

のもの (No. 5) が最もおそかったc 煎汁にして加えた場合には各濃度の聞の差は僅少でいずれも米糠を

加えたものより発育がはやかった。

キl 北島君三:樹病学及木材腐朽論， (1933) p. 421 

ネ2 永井行夫:しいたけ，林業普及γ リーズ， (1952) p. 50 
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鋸屑培養基の鋸屑に対する米糠の分量と菌叢の発育

経過日数と菌叢の発育面積

8 日後 11 日後 14 日後 17 日後 初日後 23 日後

C勿包 ， cm' c>>τ ， c>>包 ， c勿1 2 C11τ2 

10.2 19.4 29.7 40.1 49.9 60.2 
9.1 16.4 26.0 36.3 46.1 56.4 
9.8 16.1 24.4 31.6 40.6 52.4 
9.6 15.8 23.7 30.6 39.0 48.6 
1 .8 6.3 10.9 15.2 20.8 28. 1 

第 7 表

鋸屑、こ対する
米穣の比率
{容量比)

鋸暦:米糠

)煎仇して添加
鋸屑 160g に対し煎汁
350 cc を添加

62.4 
69.5 
67.1 

49.3 
57.0 
54. 日

38.5 
46.3 
43.7 

29.1 
35.1 
34. 。

19.6 
23.3 
23.0 

11.2 
14.9 
14.4 

1 16 8) : 1 1 1 

2 10'.5) :ム， ) 
3 8( .', ' : l' 
4 4( 2 I l' l) 
5 2( 11 :• (1 j 

煎汁における米糠
の重量百分率

。ら

ヨ

:0 
こコ

No. 

6
7
8
 
注: 1) 菌糸の発育面積はいずれも試験管 5 本の平均値であるコ

2) ( )内の数字は重量比である。

すなわち，鋸屑培養基でシイタケ菌糸を培養する場合，鋸暦に添加する米糠の分量は容量比にして 16 : 

また米糠のまま加えるよりも煎汁にし1 から 8 ・1，重量比にして 8:1 から 4 : 1 程度で十分であり，

て加えた方が発育が早いということができるであろう。米機の分量が増加するにしたがって発育がおそく

なり，また米糠そのものよりも，米糠煎汁を加えた方が発育が早いことの原因の一つは，米機の割合がふ

えるにしたがって通気が不良になるためではないかと考える。

以上 2 つの実験からシイタケ種菌培養に用いる寒天培養基，および鋸屑培養基に添加すベ実験 3 

き米糠の分量については明らかになったが，この実験結果にもとづき積駒と混合すべき培養材料に関して

次の実験を行った。すなわち，通常種駒培養の混合物としては鋸屑培養基が使われているが，本実験では

これと米糠培養基とを用い両者の比較試験を行った。

種駒はコジイ辺材，コナラ辺材，コナラ心材で作った 3 樹種のみぞっき種駒を用い材料および方法:

t~o 鋸屑，米糠，供試菌は前記実験 2 と同じに

各樹種，各処理とも各 10 本の培養瓶を用いたc
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種拘培養の混合物の処方と混合法については次に示すとおり。

1 )鋸屑培養基

鋸容と米機と水を 4: 1 : 2~4 の割合に混合したものを，みぞっき種駒と一緒に橘に入れ，かくはんし

て蒋に鋸屑培養基を詰め込み，余分なものを除いてjf.互につめる。

2) 改良鋸屑培養基

水と米糠と鋸暦を 412の割合に混合したもの(改良鋸屑培養基〉の中に駒を入れてかくはんし，

改良鋸暦培養某を駒の表面および蒋によく付費させて瓶につめるつ 1音養基と駒の混合割合l土 200 cc に

対し 1 ， 000 (閏である(培養法は本報告 1 ， (2) の項に同じ〉。

3 )米糠培養基

水と米糠を 4 1 の割合に混合したもの(米糠培養基〉の中に駒を入れてかくはんし，米機培養基を駒

の表面に付着させて瓶につめた J 培養基と駒の混合割合は上記 (2) に同じ。

駒はいずれも 24 時間浸水した後，それぞれ上記の方法にしたがって llb 人り培養瓶:二詰め込み，蒸気

殺菌をしてから鋸屑培養のシイタケ菌糸(林試 6-3) を移航して， 25'C の定温で培養したc 菌糸が種

駒の中心部まで侵入しているかいないかをしらべるにあたっては 20 ， 40 , 50 日目の 3 固にわたり，毎回

各試験区の 10 本のうち 1 本ずつを任意抽出し，各瓶の上・中・下tmの各部から種駒 10 個をとり出し，

駒を割ってその中心部から 2 刑制2 角の小木片を切り取って， これを醤i由冬天培養基上におき， 25 0C の

定温で培養して 14 日後に菌糸の発育をしらべたコすなわち，菌糸が発育したものは駒の中心部まで菌糸

が侵入していたものとしたっ

実験結果: 第 8 表に示すとおり，コジイ辺材では培養 20 日後にはすでにいずれの混合処理区とも菌

糸が駒の中心郁まで 100% 侵入しており，全く混合物問の差は認められない。コナラ辺材ではコジイ辺材

第 8 表 に比べて若干侵入速度がおそいが，それでもや

培養基混合物の種類と種駒における菌糸の発育状態
二二二二二一 一二二二=二二二--ーはり培養 50 日日にはし、ずれも 100% 侵入して

I 中心部まで菌糸の
'r::l ^ ,l , _ 1"=C..!lCJ: 侵入した種駒の数 おり，混合物問の差はほとんど認められないっ

種駒樹種|混合物の種類 1培蚕i培茎為養
!20 日後!40 日後50 日後

[i 鋸屑培養基 1! I 
コジイ辺材~ I 改良鋸屑培養基 f: 30 I 30 30 

lj 米糠培養基jj l 

しかし，コナラ心材では以上の結果と若干異

なり，鋸暦培養基を加えた場合のみが培養 40 日

目までの侵入速度が他に比べて約半分;こおちて

ri 鋸屑培養基 I 26 27 30 いるコただしこの差も培養 50 日目;こは僅少と
コナラ辺材~! 改良鋸屑培養呆 I 25 29 30 

1 米糠培養基 125i28 30 なっている。また改良鋸屑培養基と糊培養基

fl l j l とを比べた場合，菌糸の侵入速度の点では大差
r 鋸屑培養基 2 I 

ゴナラ J心材 t 葉学E誓言 ; ! ? 2 ないが，後者の方がいくぶん駒への付着性が劣
り，全体的にみて付着にムラが生じやすいよう

注:1)鋸暦 400 cc を米糠 100 cc と混合し適量の水で
練った。 に見うけられた。すなわち以上の結果から，種

2) 士400cc の米糠 100 cc および鋸暦伽C の混駒培養の混合物としては，菌糸の駒への侵入速
日刊J

3) 水 400 cc と米糠 100 cc の混合物。 度，瓶内における菌糸の蔓延速度，材料，培養
4) 上記 1) ，のあるし、は 3) と混合した種駒数はし、

作業などの諸点から総括的にみた場合，改良鋸
ずれも 2 ， 000 個である 3

5) :本実験に用いた種駒はすべて，みぞっき種駒であ 暦培養基が最も適しているといえるであろう。
る 3 2. 種駒の含水率に関する試験
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種駒は培養完了して瓶からとりだした時に含

水率 50% 内外であることが必要で，これ以上

乾燥していると j骨付きの成績が低下するといわ

れているが，この点について次の実験を行った{

実験ー 1 風乾による駒の含水不の変化

材料および方法: 伐倒してまもないコジイ

の材から作った模型種駒とみぞっき種駒 1 ， 000

個の中から， 100 個ずつを任意抽出してその重

量を測定しておき，その後実験室内にひろげて

おいて， 5 日後から 24 時間ごとに重量を測定し

36 日 (1953 年 4 月 9 日 ~5 月 15 日〉後に絶

乾にして含水率を算IJ\ したc

実験結果: 風乾による駒の含水率の変化は

第 5 図の曲線に示すとおりである。すなわち，

伐倒してまもない材から作った駒の含水率ば

51~56% で，以後これを自然状態に放置すると

(%) 

70 

60 

会 1

71<' 

玄-r-ミ 30

20 

,0 

←ー←~ー→みぞっ主種駒
0-- -0- - --0--・傾~-t童駒

札
、
.

1、シ
ー
γ

作製 5 9 12 15 15 21 24 27 30 沼 36C日]

亘后白 経過日数
主剖

第 5 図風乾による生駒の含水率の変化

きは樽[次減少し， 5~ 7 日で‘ほぼ含水率の一定した風乾駒となる(合水率約 15%)0

実験 2 浸水および煮沸による風乾駒の含水率の変化

材料および方法: 実験 1) に使用した残りの駒を風乾状態にしておき，これらの模型種駒とみぞっき

種駒の両方からおのおの 100 個ずつを任意抽出し，そのうち模型種駒，みぞっき種駒いずれも 50 個を水

道水に浸渓し， 残りの 50 個ずつを煮沸して 1 時間ごとに重量を測定し. 24 時間後に絶乾にして含水率

を算出した。

t克}

70 

� 

ノ己色、 50 

40 
71<-

京干 30 

20 

10 

ー- --)1; - - - -- ~--

一一-­.4___ ø-__0-__"-一

ト十寸→ ."J，.:. :γ フミ種明日東部厚

ムタートえ 君主主l 橿 R旬日者、 i弗区

えそ-7主主主駒の浸水 E

v一喝十ー。 持ミ型手量駒の浸水区

風 0.5 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 :5 16 17 旧 19 却 21 2'2幻 14 15 

2 処理時間

第6 図 浸水および煮沸による風乾駒の含水率の変化
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実験結果: 第 6 凶の曲線に示すとおり，水道水に浸漬した場合は 17~18 時間で，伐倒してまもない材

から作った駒の含水率とほぼ等しくなり，以後 24 時間までは変らなし、。また煮沸すれば 30 分前後でこ

の含水率に達するが，この場合は煮沸中に駒を引き揚げると冷却中に乾燥するので，煮沸水が十分冷えて

から引き揚げなければならなし~模型種駒とみぞっき種駒との聞には大差が認められないっ

すなわち，風乾駒を浸水する場介には模型種駒，みぞっき種駒のいずれも 18~24 時間で十分であり，

煮沸する場合には 30 分前後で寸・分であろうじ

実験~3 種駒の培養法と合水率

種駒を培養するとき，混合物の種類や処理法によって種駒の含水率も異なってくるーそこで各種の混合

物や処班法で種駒の培養を行い，培養終了後の含水率をしらべた J

材料および方法: 種駒はコジイ辺材で作ったみぞっき種駒と捗四種駒を使用したコいずれも実験に必

要な量の数倍以上のものを，気乾状態で数カ月保存しておいたものの中から任意抽出し .24 時間浸水して，

第 9 表に示すごとく処理し . 1lb 入り培養瓶に 120 (筒ずつ詰め込んだっ各処理区ごとにそれぞれ 10 本

ずつ作り. 25 c C の定温で培養したu 鋸屑は種駒を作る際にできたものを用い，米糠は市販の新鮮なもの

を使用したれ供試菌は林試 6-3 であるへ

含水率は処理前の気乾駒， 24 時間浸水後の駒，殺菌後の駒および培養 60 日後の駒についてしらべた。

気乾駒と浸水駒の含水率は各 30 個ずつ 4 [司ばかり，殺菌後の駒と培養 60 日後の駒の含水率は各処理区

第 9表種駒の培養法と含水率
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から，それぞれ瓶 2 本を任意抽出し，瓶の上中下各部から種駒 30 個ずつをとり出してばかった。

実験結果: 第 9 表に示すとおり殺菌後の種駒は各試験区いずれもその含水率が増加しているが，培養

60 日後には瓶上部の種駒の合水率が増加したものと減少したものとがある。すなわち A， ß , D , E , F , 

I 処理区はいずれも増加して 52% 以上を保っているが， C， G , H の各処理区はいずれも減少し 43% 以

下となった。

ただしこの場合にも，瓶下部の種駒はいずれも 55% 以上の含水率を保っていた

これらの結果から，培養種駒の含水率を 50% 以上に保つためには戒に駒を詰めた後，その上面に鋸暦

培養基で被覆するか，あるいは 1lb 入り培養瓶 1 本に対し 20 cc 程度の水を加えることヵ:必要と思われ

る。そしてそれには E 処理による培養法が最も簡単で適当であろう 3

3. 長期間保存した種駒の活着および栂付き*'

秋，培養を終了した種駒は翌春まで瓶培養のままにしておいても，その保存iこたえるが，春，培養を完

了し，夏の高温時期に保存したものは菌糸の活力が弱り，原木への活着率が低下するといわれているつそ

こで，この低下の状態を明らかにする目的で本実験を行った。また同時にこの保存に関して模型種狗とみ

ぞっき種駒とを比較したの

材料および方法

種駒はコジイ辺材て、作った模型種駒と 1 本および 3 本の溝を入れたみぞっき種駒の 3種で(第 1 ， 2 

図)，いずれも風乾状態になっていたものを 24 時間没水して使用した3 模型種勃は本報官 1 ， (2) の項で

のベた方法で，みぞっき種駒は 1 本， 3 本いずれも IT ， (2) 実験 3) の項における E 処理の方法で各区

10 本ずつを培養した。供試菌は営試 16-2 を用いた。このようにしてお年 4 月 9 日から 43 日間 25 VC

の定温で培養し， 同年 5 月 31 日培養を完了した。 保存法としてはこれらの種駒は 3 瓶ずつを培養のま

ま，残りを祝からとり 11\ して種駒の種類別に木箱につめて実験室内に放置しておいたコ木箱はスギの 4 分

板で内法 18X10X10 c仰のものを作り，これに種駒を 500 個ずつをハトロン紙で包んで入れ，ふたを釘

付けとして各区に 2 個ずつを作ったご保存期間は 28 年 6 月 1 日から翌 29 年 1 月 25 日までの 239 日間

で，その聞に 1 回 (28 年 9 月 28 日すなわち 120 日目〉瓶および荷の中の上部から駒をとり出してその

腐朽状態を観察した。

これらの保存した種駒の活者率と椅付き状態を試験する方法としては， 所定の保存期間を経過した 29

年 1 月初日に種駒の種類，保存法別にそれぞれ原木 30 本に本報告 1 ， (3) に準じて打ち込み，宮崎分場

構内楕場に寝せ込み，同年 8 月 2 日 (185 日目〉に各試験区カ h ら 5 本を任意抽出してその府付きと活着率

をしらベ7こ c 調 ifRの要領は*報告 1 ， (3) の項に同じ 3 原木は 28 年 12 月に伐探したコ十ラを長さ 1m

に玉切り，末口直径 g~15 cm のものを選んで、実験に供した。なお，本実験の標準区としては 28 年 12

月 10 日から 47 日間培養し， 29 年 1 月 25 日に培養完了した新しい模型種開を，他の保存試験区と同

じ日に打ち込んでおいた。実験の方法その他は他の試験区に準じた「

実験結果

活苦キについては第 10 表に示すとおりで，瓶培養のまま保存した種開は標ti主区同様 100% 活著してい

たが，箱詰めにして保存した種駒の活苦率は著しく低下していたの

*1 温水竹則・堂園安生:夏季保存したしいたけ種駒の活普及び椅付きについて，日本林学会九州支
部大会講演集， 10 , .(1954) p. 33 



32 ー 林業試験場(，月究報告第 105 号

第 10 表長期間保存した種駒の活着率および栂付き 槽付きについては，瓶培養のまま保存した種

種駒|椅付 1 1'1'{ H 駒t土問準伏よりもかえって成績がよかったが，
種駒の 1 種駒の種類 !の活l 総面積|総面積
保存日U 'J.~Ji'~"..-'1~7~-t着率扇隔!煽扇数符詰めにして保存した酌はいくぶんよくなか

1 % c抑止 C制2

r:模型種駒: 1∞1161 (134)'161 (134) 
事培養三 j:みぞっき種駒( 1本51 100156鍼30YI56(130) 
正 正 ll みぞっき種駒 (3本): 1叫日(1紛i153(128)

fl模型種駒114113(94〕 l 1402>
木簡請しみぞっき種駒 (1本)i 81 78 (65) 6 (5) 

I1 みぞっき種駒〔附| 引103 (飴)， 21 (18) 

標準培養 11 : 
47 日後 f:l却型種駒1 100: 120( 10 コ) 120(100) 

った(第 10 表入

種併Jの肉眼的観察結果については第 11 表に

示すとおりで. J白土台養のまま保存したものはし、

ずれも指先で圧縮される程度ーまで腐朽してお

り，瓶11\ しゃ打ち込みの際こわれやすかったc

したがって，荷作りや輸送は困難で、あろうー含水

無保存 JI I 1 

注: ( )内の数字は標準区を 100 としたときの値

率は適当と思われた。箱詰めのものは乾燥して

固くなっており，その表面に一時発育した菌糸

も乾いて萎縮し，発育恒雄な菌糸の生育が認められない。

模型種駒とみぞっき種駒を比較した場合には，やはり 3 本のみぞっき種駒が最も腐汚しており. 1 本の

みぞっき種駒がこれにつぎ，模型種駒の腐符が最もおくれているように観察されたτ しかし，その間の差

は僅少であり，また活着率，栂付きなどの点については，第 10 表に示すとおりで大差ないものといえる

であろう。

すなわち者培養を完了し，後培養瓶からとり Il\ さずにそのままの状態でき!春まで保存した種駒は，腐朽

がすすみすぎてこわれやすくなっており，荷作りや輸送が困難である 2 しかし瓶111 し，打ち込みなどの彩、

扱いに十分注意すれば，活着率，宇目付きなどの点では新しい種開とあまりちがわない士これに比べて，培

養瓶からとり 11\して箱につめて保存したものは，乾燥して活者率が非常に低ドしている。ただし，活者し

たものの棺付きはさほどわるくない」また模型種駒とみぞっき還駒の間の差は僅少である

第 11 表 長期間保存した種駒の状態

i 種駒の状態
種駒の ;f;<:E fIY:-, IT"¥ :f.i;E "*Î~i fO*-，-~~-r14~-保存別 | 種駒の種類 I 保存 l初日後 、 I I 保存 239 日後 、

(昭和 28 年 6 月 11ヨ....¥ 1 (昭和 28 年 6 月 l 日... .¥ 
1 1 同年 9 月 28 日 ) 1 \昭和口 29 年 l 月 25 日 j

(1 模型種駒 11
l' 11 種駒は湿り気を帯びやや柔らか1

加犠のまま 1 i みぞっき種駒 (1本) I ~かったご菌糸の発育は良好であlFFET汗認もまき伊朽
11 11 った亡 l 

'l みぞっき種駒 (3本) :J 

(1 模 型 種 駒 ll 種駒の表面は乾燥しており，種?
1, 11 駒はかたかった。その表面にー|種駒は乾燥してかたかったc その

木 箱 詰{みぞっき種駒( 1本〕日時発育した菌糸も乾いて萎縮し|表面に菌糸の新しい発育は認めら
iIていた。そして菌糸の新しい発(れなかったこ

l. みぞっき種駒 (3本〕 lJ 育は認められなかった。 1

標準1
培養 47 日後}模 型 種 駒 種駒は適度の湿り気を情びかだかったc
無保存J
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目総括

今回筆者らは種駒，打込探，および種駒の土手護法について次のとおり改良試験を行ったっ

( 1 )種駒の改良としては喫塑種駒の外側に蒋を設けた。以後これをみぞっき種開と称する この部こ

鋸屑培養基をつめこみ帯三をするときはこれまでの方法より培養期聞を短縮できることがわかった

( 2) 種駒の蒋にあわせて打込日誌の刃先中央部にも 1 本の蒋と切れ込みを設:tた この改良打込宮山でみ

ぞっき種駒を打ち込んだ結果，汚著，栂付きともにこれまでの方法よりよかった J これは種駒が原木によ

く密着するためと思われる また実験の結果，これらの種駒または打込器の一方のみ改良型を用いてもあ

まり効果なく，両者相まってはじめて大なる効果が発揮されることが明らヵ、となった。

( 3) 菌糸の発育と米糠煎汁濃度との関係について実1民主の結果，菌叢ば 576 から 10% の聞でよく発育

した。またいずれも斎藤氏警llU寒天培養基における発育より気中菌糸は多少劣るが生長はjミく，砂糖を添

加する必要性は認められなかったっ

( 4 ) 鋸暦培養基における鋸暦と米糠の配合割合;こついて実験の結果，菌叢は 8 1 カミら 16 : 1 の問で

よく発育した。また，この米糠は煎汁にして加えた方が粉末のままより成績がよかったっ

( 5) 種駒を瓶培養する場合，菌糸の発育に適当な培養基材料と種駒の混合割合をくらべた結果，次の

比率が最も適していたコ

「水. • • • . .200 cc 

f改良鋸屑培養基{止に畷.. •. 50 cc 

混合割合 j 鋸屑. • • .100 cc 

t種駒.. •• •. ..1.000問

(6 ) 伐倒してまもないコジイの材で作った駒の含水率ば 51~56% で風とおしのよい室内に放置して

おけば 5~7 日で風乾状態となる。この風乾駒を浸水すれば 17~18 時間で伐倒してまもない材て、作った

駒の合水率とほぼ等しくなる 煮沸した場合は約 30 分で同様の結果が得られたJ

(7) 種駒を瓶培養する場合，各種の混合物や処理法で種駒を培養し，培養終了後の含水率を調べた結

果，培養種駒の含水率を 50% 以上に保つには，瓶に詰めた駒の上面を十分水を含ませた鋸屑培養基でお

おうか，あるいは 20 cc 程度の水を加えればよいことがわかったこ すなわち，以上を~(約すれば，種駒

を培養する最も i也、方法は前記 (5) の方法lこ従って処理し，さらに上記のごとく鋸宥培養基で被覆する

ことといえるであろう

(8 ) 培養完了した後，瓶の中に入れたまま，および瓶からとり LI:1して木箱につめて 1953 年 6 月 1 日

から 1954 年 1 月 19 日まで 239 日間保存した種罰を培養完了後の種駒と比較した結果，培養直後の保存

しない種拘は適度の湿り気を帯び，かたかったのに比べ，前者;土腐朽が進みすぎており，瓶出し，輸送，

打ち込み等の際こわれやすいが，これらの取扱いに十分注意すれば活着率，槽付きは標準区とあまりちが

はない。後者は乾燥しており活着率は前者にくらべて著しく低下していた乞しかし，活着している種駒の

椅付きは前者とあまりかわらなかったこ
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On Improvement of “ Tanegoma" Piece, a Spawn for the CuItivation of 

“ Shiitake," Cortinellus edodes S. ITO et IMAI*1*2 
Takenori NUKUMIZU山， Masatake ANDO'2' and Yasuo DOZONO山

(R駸um�) 

In Japan, cultivated "Shiitake", the fruitbody of Cortinell叫s edodes S. ITo et IMAI, 

plays a considerable and important part in forestry minor products. The most common 

method of inoculating myceIia into raw bed Iog is the planting of “ Tanegoma", a spawn 

made of smaII wedge shaped wooden piece which is inoculated with pure cultured 

“ Shiitake" myceIia mixed with sawdust and rice bran. The present writers tried to 

improve the “ Tanegoma" spawn. 

The writers devised an improved “ Tanegoma" spawn which has a narro¥V groove 

on the side surface of the wooden piece. This improvement shortened the incubation 

period of culturing "Tanegoma", raised the productivity of good spawn, and aIso the 

percentage of successfuI inoculation of “ Shiitake" mycelia on bed Iog. 

*1 Studies on “ Shiitake" (CortineIIus edodes S. 1T0 et IMAI) , No. 5 
*2 Contribution from Miyazaki Sub-branch of Government Forest Experiment Station, 

No.46 
(1八2) (3) Laboratory of Forest Mycology, Government Forest Experiment Station, 

Zingu・machi ， Miyazakトshi ， Japan. 


